
 

 

 

対象学年： ３年生 

１．題材：生き方 

   内容 （３）学業と進路   

        ア  学ぶことと働くことの意義の理解  

        エ  望ましい勤労観・職業観の形成 

 

２．題材について 

 (1)生徒の実態 

        生徒たちは、これまでに職業インタビューや職場体験学習を経験して、職業、就職、業務、労

働などの単語に関しては十分な理解をしている。しかし、いつの日か、自らが「社会の一員とし

て働く」ということを、十分に認識しているとは言い難い。今は中学生生活を存分に楽しみ、先

の事といえば高校入試に向かうのが精一杯で、「働く」という事に関してはまだ先の事という感

覚の生徒が少なくない。 

(2)題材設定の理由 

    「生業」という観点よりも生徒たちには、「将来、なりたいもの」という感覚で職業を考えて

いる事が多い。働く事は即ち一人の人間として社会に貢献し、将来を背負って人として生きる事

だという点を、友人たちと意見交換をすることで自ら気づいて欲しいという思いで、この題材を

設定した。 

 

３．指導のねらい 

        人は何のために働くのか、なぜ働かなければならないのかを考えることで、自分の「職業観」

について改めて考えさせる。そして将来、社会人として自立し、生きがいのある人生を築こうと

する意欲・態度をもつことができるよう、「生き方」について考える力を持たせる。 

 

４．学級活動（３）の評価規準 

集団活動や生活への 

関心・意欲・態度 

集団や社会の一員としての 

思考・判断・実践 

集団活動や生活についての 

知識・理解 

人間としての生き方や学ぶ

こと、働くことなどに関心

をもち、自己のよさを伸ば

しながら、自主的、自律的

に日常の生活や学習に取り

組もうとしている。 

自己の将来に希望を抱き、そ

の実現に向け、現在の生活や

学習を振り返り、これからの

自己の生き方などについて考

え、判断し、実践している。 

学ぶことと働くことの意義

や、自己の能力や適性、進路

選択に必要な情報収集や将来

設計の仕方などについて理解

している。 

 

５．指導の過程 

 (1)事前の指導と生徒の活動（種まき～芽生え） 

働く人から学ぼう～教員の話を通して～ 

本時展開の数日前より、各教員に自分の生き方や現職業選択の理由などを意識して語ってもら

う。身近にいる社会人が、どのような過程を経て今、教壇に立っているのか等の話を聞き、生徒

９ 生き方を求めて 
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に「生き方」について考えるきっかけをつくる。そこから、自分の親など大人たちの経験・職業

観に興味・関心を持ち、自分の「職業観」についても考えるようにしたい。 

 (2)本時の指導と生徒の活動 

① 本時の活動テーマ 「働く意義の理解を通して、自らの生き方を考える」 

  ② 本時のねらい 

何を優先して職業を選ぶかを考え、職業に対しての基本を理解させる。 

友人との話し合いを通して、「自分は社会の一員である」ということに気付かせる。そして、

よりよく生きるために、今の自分に必要なこと、現在の学習活動が将来どのような意味を持

つのかを考えさせる。 

   ③  本時の展開 

 活動の内容 指導上の留意点 目指す生徒の姿と評価方法 

 

 

活

動

の

開

始  

 

10

分 

 

 

 

１ 本時の活動の流れにつ

いて説明を聞き、テーマ

を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 前時に引き続き、再度

担任がなぜこの仕事を選

んだかなどの話を聞き、

自己の将来の夢につい

て、あらためて考える。 

 

 

 

 

・本時の活動の流れを説明す

る。 

 

・担任の講話の後、あまり説

明をせずにワークシート

「生き方を求めて」の「将

来どのような仕事に就きた

いと思いますか」の項目に

取り組ませる。あまり構え

ずに、直感で答えさせるよ

うにする。 

＜本時の活動の流れ＞ 

1.担任の話 

2.ワークシートの記入 

3.意見交換 

4.ワークシートの記入 

5.自己の考えのまとめと 

ワークシートの記入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ ワークシート「生き方

を求めて」を書く。 

 

４ 班の隊形を作り、本時

の取り組みを聞いた後、

班で意見交換をする。 

 

 

 

  

＊【関心・意欲・態度】 

・職業選択の過程について 

 理解しようとし、他者の 

 意見を聞きながら自己を 

 振り返って考察しようと 

 している。  

[ワークシート] [観察] 
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活

動

の 

展

開 

 

30

分 

５ 各班でまとめた意見を

発表する。 

 

６ 発表された意見をまと

め、あらためて班で意見

交換をする。 

 

７ 意見交換しながら、ワ

ークシート「生き方を求

めて」の「振り返ってみ

よう」の項目を記入す

る。 

 

 

 

・それぞれの意見の根拠に 

 気付かせ、それが他者理 

 解に通じる事を認識させ 

 る。 

 

・周囲の意見を聞き、別の 

 角度からあらためて自分 

 の考えを見直させ、自己理

解につなげるようにする。 

 

 

 

 

【思考・判断・実践】 

・自分の考えをまとめ、適 

 切に説明している。 

 [発表] 

活

動

の 

ま

と

め 

10

分 

８ ワークシート「もう一

度生き方を考える」を配

布し、記入する。 

 

・職業を選択するという事が

どういう意味なのか、それ

が社会の中で「生きる」事

とどうつながるのかを考え

させる。 

＊【思考・判断・実践】 

・働く意義について考えるととも

に、これから自分が何をすべき

か考えている。 

[ワークシート] 

 

＊編集委員が実践した際の評価規準は「ゴシック体（太字）」で示しています。他は設定可能と考えられる観点です。 

 

６．本題材の工夫例 

人間は一人ではない。この社会で人間が生きてゆくことと「働く」ことを結びつけるために、授

業の最後でワークシートを使って「職業の無い世界」、「働かなくてもよい世界」を考えさせてみ

た。 

意図したとおり、職業の無い世界は他人との関わりを持たない世界であると気づいた生徒が多か

った。 

職業選択に関わる優先順位について、授業の始めに「楽しさ」や「給料」を上位に選択していな

がら、班での話し合いや他の人の意見を聞いた後になって、上位に「やりがい」を持ってくるよう

に変更するなどの傾向が若干ではあるが見られるようになった。「生き方」について考えた後で、

「職業観」について考えさせると、自分のことだけではなく、他人の利益や社会への貢献を求める

ように変わる傾向が少し現れたように見える。我々大人の話(本時の表現で「種まき」)の工夫によ

って、様々な方向へ展開できる可能性を感じることができる。 
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７．本時に使用したワークシート 
・【ワークシート】「わたくしたちの生活と進路（平成 25年度版）」 

 ＜９．生き方を求めて＞   
・【ワークシート】 自作 「もう一度生き方を考えるページ」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
働くことってどんなこと  
近い将来みなさんは社会に出て働きますが、学校で過ごした時間より、はるかに長い年月を社

会人として過ごします。よりよい人生を送るためには、しっかりした夢や目標をもって職業に就

くことが大切です。今から少しずつ目標を考えていきましょう。 
 

将来、どのような職業に                          

  就きたいと思いますか。 

◎あなたは、職業を選ぶとき、何を優先しますか。上位３つをあげてみてください。 

また、その理由を書いてみましょう。 

 Ⓐやりがい Ⓑ給料 Ⓒ楽しさ Ⓓ特性、能力（専門性） Ⓔ働く時間  Ⓕ安定 

 Ⓖ職場の雰
ふん

囲
い

気
き

  Ⓗその他（            ）     

☆1位         ☆2位         ☆3位       

 

「理由」→ 

 

あなたの選んだ「理由」を班の人と話し合い、 

気付いたことをメモしましょう。 

 

 

 

 

あなたの班の中で、一番多く選ばれた優先する内容を発表して

みましょう。また、発表を聞いて気付たことをメモしましょう。 

 

 

 

 

 

  

  
 

９ 生き方を求めて 

 私たちはこれまで、身近な人々に職業インタビューをしたり、その道のプロの方から仕事に

ついて教えていただいたりする中で、その仕事の意義や、やりがい、苦労、そして、その職に

就くまでにたどる道のりを学びました。仕事の中には、今、しっかり勉強して、大学に行かな

ければ、その職業に就けないものや、高校を出てから専門学校で学ぶ方法があるもの、技術を

直接教わらないとできないものなど、具体的なことも学習しました。 

ここでは、今までの学習から得たことを生かし、自分らしい生き方を見つけるために「働く

ことの意義」や「今の自分に必要なもの」「これからの学校生活に生かせること」を考えてみ

ましょう。 

発表してみよう 

話し合ってみよう 
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              友達の意見を聞いてみて、あなたの優先する内容は変わりま

したか。変わった人は、その理由を書いてみましょう。 

  
 
 
 
 
 
 

『人はなぜ働くのか？』 
    長い人生の中では、社会人として働く時期が大部分を占

し

めます。「働く喜びを知る」ということ

が、「意欲をもって生きていく」ことにつながります。衣食住を満たすための経済性を求めるだけ

では、心身ともに充
じゅう

実
じつ

した生活を送ることはできません。職業の三要素として「経済性」「個人

性」「社会性」があげられます。「経済性」とは、「働き収入を得ることで、生活を支え

ること」です。「個人性」とは、「目標や生きがいをもちながら、実りあるものにするこ

と」であり、「社会性」とは、「勤労によって社会に貢献
こうけん

すること」です。これらのこと

を踏
ふ

まえて、「働く意義」について考えてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 

よりよく生きるために  
「今の自分に必要なこと」、「これからの学校生活で大切なこと」は何かなど、将来に向

けての目標や生きがいをもつことが大切です。これからの自分に必要なことや将来に向けて

大切なことは何なのかを考え、書いてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

夢をもって働くために 

    職業に就けば、その中で様々な困難や苦労もあることでしょう。しかし、自分の個性や

能力を発揮し、生きがいを得ることもできます。私たちの先輩
せんぱい

たちは、「職業人」として

希望や意欲をもって「自分の力を伸
の

ばしたい」「夢を実現したい」と努力を重ねています。

また、その職業を選んだことに誇
ほこ

りをもち、将来の自分の姿を見すえ、困難に負けずに自

分の人生を切り開いていこうとしています。 
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「経済性」「個人性」「社会性」の３つの側面

のどれに重きを置くかは、個々に異なりま

す。また、仕事を続けるうちに、３つの側面

のバランスにも変化が生じてきます。職業を

選ぶにあたり、どの側面を重要視するかは、

今のあなたが将来を見すえながら判断する

ことです。

振
ふ

り返ってみよう 

 職業の三要素 

経済性 

個人性 社会性 
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